
@2026 WJU All Rights Reserved ウェルフェアー・J・ユナイテッド株式会社

工賃を上げる就労継続支援B型事業の
経営を考える

ウェルフェアー・J・ユナイテッド株式会社

茨城県福祉部障害福祉課：令和８年度工賃向上研修会

 1



@2026 WJU All Rights Reserved ウェルフェアー・J・ユナイテッド株式会社

障がい福祉の現状 

 
代表的な事業のポイント 

 
これからの就労継続支援に求められるもの 
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今後の障がい事業の方向性

◆ 専門性・経験のある職員を多く雇用している法人への評価
　→経験と資格を評価する加算が増加し、難度の高い資格要件も創設
　→重度者などの対応が難しい利用者を対応できることへの加算強化

◆ 複合化・効率化・大規模化
　→１つ１つ大きな事業所ではなく、小規模事業所の複合化が重要。
　　兼務、協同連携、協定

◆ 地域を支えられる法人を評価
　→地域共生社会（連携・共生・地域移行など）
　→雇用・利用者ニーズ・社会課題への取り組み等

◆ 制度が複雑化かつ細分化され、経営力が求められている
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逆の意味で捉えてみると…
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障がい福祉サービス事業経営のポイント
皆さんの実現したい障がい福祉・労働環境を整えるために必要なこと
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１

２

３

最善の支援　専門性
障がい児・者への最善の支援提供

健全な利益
確実な経営による適切な収益確保

制度理解
複雑化した制度への深い理解と対応

国の評価ポイントが明確になった一方、制度自体は複雑化している
この点をどう理解し、対応するかが今後の大きな成功のポイント
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制度理解の重要性
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制度の複雑化
制度は複雑化し、より難解になった
加算は細分化され、条件も複雑化した

収益への影響
制度の理解度が収益に大きな影響を及ぼす
小規模事業所では対応がより困難になる

大規模化への流れ
小規模事業所では要件を満たすための対応が難しい加算も多く、今後、大規模化の流れが加速する

質を重視した評価基準
支援の質を継続的に高め、確実な経営を行っていた法人・事業所は、さらに評価される制度体系へ
変化した
質の評価点は、職員配置人数・経験・資格など多岐に及ぶ
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適切な利益を出す重要性
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ご利用児・者
処遇向上

職員の
処遇向上

未来への
投資

確実な
経営

適切な利益を出すための
確実な経営基盤

得られた利益をもとに
ご利用者の処遇を向上

ご利用児・者支援を支える
職員の処遇向上

法人・事業所環境の改善
将来への投資
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【事業のポイント】 

 
～生活介護・相談支援・就労継続支援B型～
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障がい事業　稼働率と適正人員の考え方
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プラス２００～
２５０単位の
加算幅がある
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障がい事業　稼働率と適正人員の考え方

生活介護　定員20名
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プラス８００～
９００単位の加
算幅がある
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障がい事業　稼働率と適正人員の考え方

生活介護　人員配置加算
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できるだけ手厚い人員を組むことで、収益が上がる構造
人件費増以上に収入が増える
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障がい事業　稼働率と適正人員の考え方

生活介護　その他加算
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相談支援

• 機能強化の取得の有無が大きなポイント
→相談員が多く、機能強化を取得できれば増収
→一人部署や機能強化の取得がない場合は、より厳しい状況になる
　　※複数事業所による協働も検討する

• 月目標を設定する
　→月変動が大きい事業構成であるため、年間平均から月目標を設定する

• ICTやAIの活用を進める
　→議事録作成などの業務は早急に対応する

• 主任相談支援専門員の設置
　→主任相談支援専門員の在籍が、より安定運営に結びつく
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障がい事業　稼働率と適正人員の考え方

相談支援
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障がい事業　稼働率と適正人員の考え方

エクセル比較表　確認
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障がい事業　稼働率と適正人員の考え方

エクセル比較表　確認
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就労継続支援B型　現在の制度設計

◆ 平均工賃による基本報酬変更
　・18,000円以上はプラス、18,000円以下はマイナス
　（次の報酬改定では、25,000円がラインになる見込み）

◆ 人員配置６：１
　　（目標工賃達成指導員加配の場合は５：１に変更）
　　　職員を確保できる事業所はプラス、確保できない事業所はマイナス
　　　※開設時に、最大の人員配置予定が具体的にあるか確認する自治体もある。

◆ 年１名以上の就職者を出せる事業所を評価
　・就職者を出せる＝「質が良い」という評価
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障がい事業　稼働率と適正人員の考え方

就労継続支援 B型
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①人員の加算　×　②利用者工賃額＝連動した報酬構成
手厚い人員で支援し、利用者が自立的に様々な仕事を行い、高い工賃額を支払える事業所が高単価になる
人件費増以上に収入増となる構成
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障がい事業　稼働率と適正人員の考え方
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就職者を出すことで算定される加算
月２２～４３万円✕１２ヶ月＝２６４～５１６万円
就職者を出すためには、障がい理解と法人規模、企業とのつなが
りが重要
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障がい事業　稼働率と適正人員の考え方
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利用者の工賃目標を立て、達成するための加算
人員を配置した場合に算定される

人件費増と収入増はほぼ同額
質を上げるためには、算定必須の加算
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各事業の重点ポイント
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生活介護
施設入所支援：制度上における手厚い人員配置の意味を理解する
医療連携・重度者対応技術（強行・医ケア・介護スキル・終末期・移行支
援）※ポイントを絞る

相談 大規模化（４名以上）、機能強化、地域連携、目標値設定（月20～25件が損
益分岐点）

就労
企業との繋がり、就職先の選定力、仕事の確保、工程細分化、価格交渉・製
品開発力
５：１を基本とした配置が徹底できる支援力
※障がい福祉とは異なるスキルが求められる

児童
発達段階、発達障がい、こども園連携、家族支援、外部支援力、個別療育及
び小集団療育
（身体障がいに特化する場合は、医療的ケアへの知識が重要である）

GH 大規模化、事業体と対象者のすり合わせ、対象者ごとの専門性、日中活動型
との連動運営

共通 制度上における最大の人員配置、制度理解、障がい理解、管理会計、人事制
度との連動、業務の細分化、業務水準、エンゲージメント経営、地域性の理解
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これからの就労継続支援に求められるもの 
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営業力 vs 支援力：対立の構図
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株式会社系（営業力重視）

強み：高工賃による集客力

Web制作、ブランド製品等の職域開拓。
徹底した工程細分化と生産性追求。
就職先の開拓力

懸念
支援の形骸化、軽度者の選別。

福祉法人系（支援力重視）

強み：セーフティネット機能

重度者・不安定な方を見捨てない支援。
トータルな生活サポート。

課題
支援力の標準化、低工賃からの脱却。
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株式会社系が強みとする「営業力」

１ 単純内職からの脱却
IT作業やBPO業務など、市場価格で勝負できる
仕事を確保。

工程細分化
高度な業務を分解し、知的・精神障がい者が戦
力化できる仕組みを設計。

工賃と報酬の連動 平均工賃の向上が事業所の基本報酬ランク最大
化へ直結する経営ロジック。
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就職先の開拓
様々なネットワークを活かした、幅広い就職先
を確保し、利用者の循環及び社会参加を後押し
する。

２

３

４
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福祉法人が誇る「支援力」

専門的な個別支援 状態が不安定な利用者に対し、有資格者による
深い寄り添い支援を実施。

包括的な生活支援 日中活動以外に、生活面や家族、医療機関との
連携など、トータルな支援。

社会的信頼の蓄積 地域に根ざした歴史と、行政・関係機関からの
高い評価。
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１

２

３
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2026年 臨時報酬改定の要点

平均工賃区分 基準額の3,000円引き上げ。
従来のままでは基本報酬
がダウン

短時間利用減算 4時間未満利用の厳格化。
「居場所型」運営への
警告

人員配置加算 手厚い人員（6:1）への評価。
人件費投資をできる法人
を優遇

新規参入抑制 自治体による総量規制。
既存事業所の「質」が
厳しく問われる
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これからの戦略：3つの柱

大規模・多機能化

B型単独ではなく、生活

介護や相談支援などを多
角的に運営し、リスク分
散と相乗効果を生む。
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１
ICT・管理会計

記録の省力化と、事業所
ごとの収支・加算取得状
況のリアルタイム可視
化。

２
ハイブリッド人材

福祉マインドとビジネス
スキルの両方を備えた人
材育成。

３
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求められる「融合型」の条件

株式会社系

「福祉の本物化」

• 福祉の専門家を登用する。

• アセスメント力の向上（形骸化を

排除）。

• 多様な支援技術の内製化。

福祉法人系

「経営視点の導入」

• 市場価格で勝負できる仕事・商品

作り。

• 平均工賃3万円以上を必達目標とす

る。

• 利益を「未来投資」と定義し直す。

• 就職先の開拓
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工賃向上のための実践アプローチ
制度理解から現場実践まで — 

なぜ工賃が上がらないのか、何をすれば上がるのか
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工賃向上を決める6つの要件

欠ければ欠けるほど、工賃・経営力は下がる 

 6つの要件は掛け算の関係にある

制度理解
報酬体系・加算要件
を正しく理解する

１

 44

最大の人員配置
制度が許す範囲で人
員を厚く配置する

２ 工程分析力
利用者の作業を分解
し、障がい特性に合
わせて再設計する

３

差別化
自事業所の強み・周
辺産業を活かした作
業種の選定

４ 製品開発力
一般市場で戦える品
質・価格設定を実現
する

５ 企業とのパイプ
受注・仕入れ・就職
先確保につながる民
間企業との連携

６



@2026 WJU All Rights Reserved ウェルフェアー・J・ユナイテッド株式会社

要件①② 制度理解 × 最大の人員配置

制度理解
✦報酬は「基本報酬 × 加算」の掛け

算構造。制度を理解しないまま運
営すると、取れるはずの加算を取
りこぼす。

✦特に就労継続支援B型は平均工賃

月額の区分によって基本報酬が大
きく変動する。

✦加算は年々細分化・複雑化してお
り、「知っているか否か」がその
まま収益差になる。

１ 最大の人員配置（雇用）
✦制度が許容する最大限まで人員
を厚く配置することで、人員配置
加算・体制加算を積み上げる。

✦人件費増を上回る収入増となる
設計が多く、「厚い人員＝コス
ト」ではなく「厚い人員＝投
資」と捉える。

✦職員を確保できるかどうかが、
そのまま加算取得可否・工賃水
準の分かれ目になる。

２
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要件③④ 工程分析力 × 差別化

工程分析力（障がい理解）
✦一つの作業を工程ごとに分解し、
利用者一人ひとりの特性・できる
ことに合わせて再配置する。

✦「できない」を「別の工程なら担
える」に変換できるかが支援の質
を左右する。

✦体力・当日の体調に応じて役割を
柔軟に切り替えられる設計も重
要。

３ 差別化（作業種の選定）
✦自事業所の強みや周辺産業（地
場の農業・食品加工業等）を活
かせる作業を選ぶ。

✦単純内職からの脱却が鍵。市場
価格で勝負できる仕事を確保で
きるかで工賃水準が変わる。

✦地域性によって最適解は異なるた
め、自地域の資源を棚卸しする。

４
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要件⑤⑥ 製品開発力 × 企業とのパイプ

製品開発力
✦一般市場で通用する品質・価格設
定ができて初めて、工賃に還元で
きる利益が生まれる。

✦工程細分化により、知的・精神障
がい者でも高品質な商品を製造で
きる戦力として担える仕組みを設
計する。

✦平均工賃の向上が事業所の基本報
酬ランクの最大化に直結する。

５ 民間企業とのパイプ作り
✦受注先・仕入先・就職先の3つの

ルートの企業とのつながりが工
賃と経営力を底上げする。

✦就職者を1名出せる体制は「支援

の質が高い」ことの証明であ
り、加算にも直結する。

✦企業ネットワークは、競争力の
源泉であり、日頃からの関係構
築が重要である。

６
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一般的に工賃が高いとされる業種と留意点

 48

区分 内容例 留意点

専門技術系 縫製・カフェ運営・珈琲焙
煎・農業

手作業の品質が単価に直結
する。内職系より高単価に
なりやすい。

施設外就労 企業への派遣型の清掃・軽作
業・物流梱包

企業から直接受注するた
め、時間単価が上がりやす
い・

IT・クリエイティブ系 データ入力、WEB制作、動画
編集等

高工賃のふれこみが多い一
方、導入する場合は実態を
伴う受注・支援体制の裏付
けが必須である。
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WJUFS実践事例（沖縄県うるま市）
工賃順の仕事内容から新規商品開発、就職実績まで — 
実際の数字で見る工賃向上の現場

 49



@2026 WJU All Rights Reserved ウェルフェアー・J・ユナイテッド株式会社

利用者作業における3つの柱の確立

工場・農業・室内の3本柱を確立したことで、就労B型の作業が安定的
に稼働可能となった。

 50

工場 農業 室内

食品工場での品出
し・洗浄・盛り付け。
委託先企業と連携
した安定業務。

うるま市近郊の畑で
の栽培・収穫作業。
季節変動はあるが地
域資源を活用。

体調に応じて柔軟
に従事できる軽作
業・自社開発製品
の製造。
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工賃順の仕事内容・基本工賃・特徴

✴工場・農業は検便対応の可否や体力面の条件があるため、室内作業が
受け皿として機能し、稼働の安定に寄与している。
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区分 作業内容 基本工賃（日額） 対象者

工場① 盛り付け（お弁当）
３５０円＋達成手当
５０円～１５０円

検便対応可
計数不要な工程有り

工場② 品出し・洗浄
３００円＋達成手当
５０円～１５０円

検便対応可
正確な計数が望ましい

農業 収穫・マルチ貼り
２５０円＋達成手当
５０円～１５０円 十分な体力が必須条件

室内作業 土産物加工・野菜選
別・自社製品の製造

１５０円＋達成手当
５０円～１５０円

体調に応じて、自分のペースで従事可
能
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新規業務の開拓と自社製品の開発

工場
盛り付け・品出し業務

既存の洗浄業務に加え
て、お弁当の盛り付け・
翌日の食材の品出し業務
を新規開拓。
工程を細分化し、担当で
きる利用者の幅を拡大し
た。
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新規
業務 室内

アロマチャコール（炭）

ラベンダー・スイートオレ
ンジ等をブレンドした自
社オリジナル商品を開
発。
１個３００円で販売し、
室内作業の付加価値を高
めた。

商品
化 利用者の

一般就労

２０２５年１０月、就労
継続支援B型の利用者が
WJUFSうるま工場に正式
に就職。
日々の工場実習が採用に
繋がった。

実績
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就労B型の実績数値（単位内訳）
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９１４単位の内訳
基本報酬 726単位

就労移行支援体制加算 65単位

福祉専門員配置加算 6単位

目標工賃達成指導員配置加算 45単位

食事提供加算 30単位

送迎加算（21単位✕2） 42単位

合計 914単位

２０２６年実績
稼働率：１２０％

月間売上：２，９２４，８００円
（１６名✕２０日✕９１４単位✕１０円）

人員配置と加算取得の積み上げ
が、月間売上につながる。
制度理解と最大人員配置の効果に
よる実績。
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営業のポイント：利用者目線の強化

相談員へのアプローチはもちろん重要だが、「利用者目線」での営業強化が不可欠
である。
工賃が高い事業所に人気が集まる傾向があるため、工賃向上そのものが最良の営
業・広報となる。
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工賃・作業内容・雰囲気の発信
見学前に安心していただけるよう、条件
と雰囲気の両方を具体的にアピールす
る。

行政窓口にチラシを設置
市役所（障害福祉課）などの、相談の起
点となる場所へ継続的に情報提供をす
る。

SNSでの発信力の強化
Instagram等で、日常の作業風景・製品を
細かく発信し、事業所の透明性を高め
る。

イベントへの出店
地域マルシェ・福祉まつり等への出店
で、利用者・家族との接点の機会を積極
的に作る。
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今後の展開：新規作業開拓と自社製品開発

農業は季節による業務量・収入の変動が大きいため、通年で安定した業務の確
保が課題。就労継続支援B型独自の製品開発により平均工賃の向上を目指す。
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仕入れ

うるま市ブランド野菜
（津堅の人参・オクラ・
いんげん・黄金芋等）を
活用する。
規格外のB級品（安価・無
償）の仕入れルートを開
拓する。

加工

給食冷凍機による冷凍野
菜、スチームコンベク
ションオーブンを使用し
たノンフライ野菜チップ
ス・野菜スティック・干
しいも等の製造。

目標

通年で安定した業務量を
確保しつつ、B型独自ブラ
ンドとして一般市場で戦
える価格・品質の商品を
開発することによりさら
なる工賃工場を目指す。
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最後に：工賃向上は「６要件の掛け算」で決まる
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６要件
①制度理解・・・加算の仕組み、政策の動向など
②人員配置・・・採用計画、労働環境整備など
③工程分析・・・利用者特性を把握した上で工程を
設定、安全対策、手順書準備、サポート体制構築
など

④差別化・・・・競合分析、ドミナント分析
⑤製品開発力・・ニーズと事業所の力量に合わせた
製品開発

⑥企業連携・・・営業力、情報発信力
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WJU：障がい福祉サービス向けコンサルティング

現状分析
•事業所の強み・地域資源を棚卸しし、どの要件が最も不足している
かを特定する。

新規事業立ち上げ支援、収支改善コンサルティング
•ドミナント分析、事業計画・資金計画策定支援
•広報・営業サポート
•採用・人材育成サポート
•制度理解研修
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事業所ごとに６要件の課題が異なります。
具体的な工程設計・商品開発・数値目標設定をご支援します。
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ご清聴ありがとうございました。

ウェルフェアー・J・ユナイテッド株式会社
〒163-0514 東京都新宿区西新宿1−26−2 新宿野村ビル14階

TEL:03-5989-0651
https://wju.co.jp/
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